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１
２
市
、
近
隣
市
町
村
と
の
財
政

力
指
数
等
、
財
政
状
況
を
公
表
し

説
明
す
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。

今
後
も
創
意
工
夫
を
重
ね
適
時
、

的
確
に
公
表
提
供
し
説
明
す
る
。

問　

新
市
の
職
員
削
減
計
画
は

１
０
年
で
１
４
０
名
で
あ
る
。
こ

の
際
退
職
減
少
分
を
補
充
せ
ず
、

市
民
の
感
覚
は
前
倒
し
削
減
で
あ

る
。採
用
方
針
の
転
換
の
考
え
は
。

答　

定
年
退
職
分
の
４
０
％
新
採

用
が
新
市
計
画
で
あ
る
。
人
員
削

減
計
画
の
早
期
実
現
は
重
要
だ

が
、
最
低
限
度
の
採
用
に
よ
り
早

期
実
現
を
図
り
、
空
白
期
間
を
作

ら
な
い
方
法
が
妥
当
と
考
え
る
。

問　

駅
前
図
書
館
は
各
地
で
成
功

例
が
あ
る
。
人
口
９
万
人
以
上
の

入
館
者
は
２
６
０
万
人
で
あ
る
。

近
代
図
書
館
は
、
全
世
界
の
情
報

バ
ン
ク
で
あ
る
。
駅
前
の
顔
づ
く

り
と
司
書
や
図
書
館
シ
ス
テ
ム
づ

く
り
に
よ
る
入
館
者
５
０
万
人
の

図
書
館
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
考

え
は
。

答　

新
図
書
館
は
中
央
図
書
館
、

生
涯
学
習
、
市
民
交
流
、
情
報
受

発
信
機
能
を
持
つ
多
機
能
型
図
書

館
で
あ
る
。
駅
前
に
ぎ
わ
い
創
出

に
よ
る
地
域
経
済
効
果
や
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
性
化
等
、
相
乗
効

果
を
図
る
駅
前
交
流
セ
ン
タ
ー
と

の
複
合
施
設
を
目
指
す
。
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部　

一
夫　

議
員

●
市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

問　

市
民
の
自
治
意
識
の
醸
成
を

ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

自
治
基
本
条
例
と
の
関
わ
り
に
つ

い
て
。
ま
た
、
旧
原
町
市
に
お
い

て
、
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
が
施

行
さ
れ
た
が
、
自
治
意
識
が
確
立

さ
れ
た
の
か
伺
う
。

答　

１
９
年
度
実
施
予
定
の
仮
称

地
域
づ
く
り
協
議
会
は
、
自
治
を

醸
成
す
る
場
に
な
る
と
期
待
し
て

い
る
。
自
治
基
本
条
例
は
、
自
治

の
理
念
を
共
有
す
る
こ
と
で
、
市

民
の
自
治
意
識
が
醸
成
さ
れ
る
と

考
え
て
い
る
。
ま
た
、
合
併
直
前

の
条
例
な
の
で
、
成
果
等
に
つ
い

て
検
証
す
る
時
間
が
足
り
な
い
。

●
議
会
運
営
に
つ
い
て

問　

合
併
し
１
年
と
３
ヶ
月
を
迎

え
る
が
、
議
会
運
営
に
お
け
る
不

幸
な
関
係
を
市
民
の
皆
さ
ん
は
望

ん
で
い
な
い
。
そ
こ
で
伺
う
。
１

つ
は
、
市
長
の
議
会
運
営
の
基
本

的
ス
タ
ン
ス
、
２
つ
は
、
相
互
信

頼
醸
成
を
図
る
考
え
が
あ
る
の

か
、
３
つ
は
、
市
長
が
考
え
る
車

の
両
輪
と
は
い
か
な
る
も
の
か
。

答　

議
会
と
長
と
は
、
市
民
の
代

表
と
し
て
対
等
の
関
係
で
あ
り
、

信
頼
醸
成
は
、
適
度
な
緊
張
感
を

保
ち
な
が
ら
、
自
治
体
運
営
に
当

た
る
こ
と
は
必
要
で
あ
り
、
重
要

な
責
務
を
担
っ
て
い
る
こ
と
が
、

車
の
両
輪
で
あ
る
と
考
え
る
。

● 

国
・
県
と
の
信
頼
関
係
に
つ

い
て

問　

市
長
の
国
・
県
と
の
信
頼
関

係
の
判
断
基
準
は
何
に
基
づ
く
も

の
な
の
か
。
信
頼
関
係
は
如
何
に

醸
成
さ
れ
る
と
考
え
て
い
る
の
か

伺
う
。

答　

互
い
の
真
摯
な
協
議
に
よ
る

合
意
形
成
が
基
本
に
な
り
、
対
応

の
如
何
に
よ
り
左
右
さ
れ
こ
と
に

な
る
と
考
え
て
い
る
。

●
農
業
政
策
に
つ
い
て

問　

効
率
的
・
安
定
的
農
業
を
目

指
す
と
す
る
国
の
計
画
に
対
応
で

き
な
い
農
村
・
農
業
者
に
、
市
が

如
何
に
対
応
し
て
い
く
の
か
考
え

方
と
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

担
い
手
が
高
齢
化
し
、
家
族

経
営
が
崩
れ
て
き
て
い
る
中
、
国

際
化
の
時
代
に
あ
っ
て
競
争
で
き

る
農
業
の
確
立
が
避
け
ら
れ
な
い

と
認
識
し
、
国
の
方
向
に
沿
っ
た

政
策
は
一
致
す
る
も
の
が
あ
る
。

●
行
財
政
改
革
に
つ
い
て

問　

経
常
経
費
の
削
減
に
つ
い

て
、
職
員
定
数
削
減
に
つ
い
て
積

極
的
に
進
め
る
の
か
。
起
債
の
削

減
に
つ
い
て
見
直
し
す
る
の
か
伺

う
。

答　

１
７
年
度
決
算
で
県
内
１
２

市
と
比
較
し
て
行
政
経
費
、
職
員

数
は
悪
く
な
っ
て
い
る
が
、
い
わ

ば
想
定
の
範
囲
内
で
あ
る
。
し
か

し
、
経
費
を
削
減
す
る
こ
と
が
合

併
効
果
の
一
つ
と
捉
え
て
い
る
の

で
、
財
政
支
援
措
置
期
間
内
に
、

人
件
費
、
物
件
費
な
ど
類
似
団
体

の
数
値
を
目
標
に
し
な
が
ら
削
減

に
取
り
組
む
考
え
で
あ
る
。

政
友
会

西　

銑
治　

議
員

●
道
の
駅
条
例
制
定
に
つ
い
て

問　

専
決
処
分
は
問
題
な
し
と
す

る
根
拠
は
、
議
会
と
し
て
の
継
続

審
査
に
値
し
な
い
と
す
る
な
ら

ば
、
今
後
同
様
の
問
題
が
あ
ら
ゆ

る
政
治
の
場
で
続
出
す
る
こ
と
に

な
り
は
し
な
い
か
、
大
変
心
配
さ

れ
る
。
議
会
軽
視
と
言
わ
ざ
る
を

得
な
い
。
議
員
と
し
て
住
民
の
た

め
に
政
治
が
あ
る
と
す
る
な
ら

ば
、
批
判
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
議

員
側
の
提
訴
も
当
然
で
あ
る
が
、

ご
所
見
を
伺
い
た
い
。

答　

気
持
ち
の
上
で
は
分
か
ら
な

い
訳
で
は
な
い
が
、
議
会
の
審
査

の
ル
ー
ル
と
し
て
は
、
予
算
の
議

決
を
も
っ
て
条
例
を
進
め
る
と
言

う
意
志
決
定
を
し
た
と
整
理
す
べ

き
だ
。
条
例
そ
の
も
の
を
会
期
内

に
精
査
を
し
て
修
正
し
、
議
決
を

し
て
い
た
だ
く
事
が
望
ま
し
い
と

受
け
止
め
て
い
る
。

問　

道
の
駅
周
辺
は
車
の
混
雑
が

激
し
い
。
老
人
ホ
ー
ム
、
病
院
、

中
学
校
、
警
察
署
、
消
防
署
等
、

市
街
地
へ
の
幹
線
道
で
も
あ
り
、

問
題
だ
。
道
の
駅
と
し
て
の
本
来

の
姿
と
し
て
、
相
馬
市
・
道
の
駅

か
ら
、
２
０
キ
ロ
で
あ
る
こ
と
を

考
慮
す
れ
ば
、
議
会
は
審
査
が
必

要
と
考
え
る
、
市
長
は
議
会
に

も
っ
と
慎
重
に
対
処
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

答　

交
通
渋
滞
等
の
心
配
が
あ

り
、
地
元
と
再
三
、
意
見
交
換
・

説
明
を
行
な
っ
て
き
た
。
国
道
６

号
線
の
渋
滞
緩
和
を
図
り
、
高
見

町
交
差
点
の
大
幅
な
改
良
、
専
用
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問　

高
齢
者
の
在
宅
療
養
支
援
診

療
所
の
開
設
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

利
用
の
少
な
い
施
設
や
空
き

家
な
ど
を
利
用
し
て
、
今
後
地
域

の
中
で
、
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
的
な

形
態
で
実
施
で
き
る
よ
う
関
係
者

と
協
議
し
な
が
ら
進
め
て
い
き
た

い
。

問　

教
育
問
題
。
い
じ
め
対
策
に

つ
い
て
伺
う
。

答　

ア
ン
ケ
ー
ト
や
教
育
相
談
等

を
実
施
し
、
未
然
防
止
や
早
期
発

見
、
早
期
対
応
に
努
め
て
い
る
。

問　

小
学
校
低
学
年
か
ら
の
「
英

語
」
と
「
食
育
」
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

低
学
年
で
の
英
語
活
動
は
大

切
で
あ
る
の
で
検
討
し
て
い
く
。

食
育
に
つ
い
て
も
大
切
で
あ
り
、

指
導
の
充
実
を
図
っ
て
い
く
。

清
心
会白

瀬　

利
夫　

議
員

●
新
市
の
一
体
化
に
つ
い
て

問
平
成
１
９
年
度
の
予
算
編
成
に

あ
た
っ
て
は
、
合
併
の
理
念
、
多

く
の
市
民
の
声
に
耳
を
傾
け
た
予

算
編
成
が
大
切
と
考
え
る
が
、
見

解
を
伺
う
。

答　

平
成
１
９
年
度
は
、
合
併
２

年
目
で
あ
り
、
本
市
の
喫
緊
の
課

題
で
あ
る
市
民
要
望
の
強
い
産

業
振
興
に
よ
る
雇
用
の
創
出
、
子

育
て
支
援
、
市
民
の
一
体
感
の
醸

成
、
安
心
安
全
の
確
保
な
ど
、
持

続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
の

た
め
、
優
先
的
に
予
算
の
配
分
を

行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

問　

４
つ
の
大
型
公
共
事
業
の
う

ち
、
複
合
型
健
康
増
進
施
設
整
備

事
業
と
文
化
公
園
整
備
事
業
は
と

も
に
取
り
や
め
に
な
っ
た
。
そ
の

後
の
各
地
域
に
お
け
る
代
替
事
業

な
ど
の
振
興
策
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

複
合
型
に
つ
い
て
は
、
地
元

住
民
と
市
民
の
意
向
な
ど
を
踏
ま

え
牛
島
開
発
整
備
事
業
の
あ
り
方

を
検
討
す
る
。
ま
た
文
化
公
園
に

つ
い
て
は
、
小
高
区
民
の
意
向
を

十
分
に
踏
ま
え
、
今
後
、
検
討
し

て
い
く
。

問　

合
併
直
後
か
ら
、
合
併
し
て

サ
ー
ビ
ス
が
低
下
し
た
と
の
捉
え

方
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
い
る

が
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
一
部
に
お

け
る
格
差
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う

な
現
状
認
識
を
し
て
い
る
の
か
。

答　

市
民
生
活
に
影
響
を
及
ぼ
す

事
業
に
つ
い
て
は
、
合
併
後
に
一

定
の
激
変
緩
和
期
間
を
設
け
て
対

応
す
る
調
整
を
行
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。
ま
た
行
政
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
と
住
民
負
担
の
公
平
を
原

則
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
市
民

の
理
解
を
得
な
が
ら
、
一
元
化
に

向
け
速
や
か
に
対
応
し
て
ま
い
り

た
い
。

問　

相
馬
野
馬
追
の
執
行
体
制
を

行
政
が
主
体
と
な
る
の
で
は
な

く
、
民
間
主
体
で
執
行
す
べ
き
と

考
え
る
が
。

答　

現
在
、
全
国
で
行
わ
れ
て
い

る
大
き
な
祭
り
は
地
元
町
内
会
や

商
工
会
議
所
な
ど
が
中
心
と
し
た

民
間
主
体
の
実
行
委
員
会
の
開
催

が
大
半
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
の
状

況
を
踏
ま
え
る
と
、
事
務
局
を
民

間
主
体
の
組
織
に
し
た
方
が
柔
軟

な
発
想
や
対
応
で
、
誘
客
や
地
域

の
活
性
化
に
期
待
で
き
る
も
の
と

判
断
し
て
い
る
。
早
急
な
体
制
変

更
は
難
し
い
の
で
、
将
来
に
向
け

て
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

問　

相
馬
野
馬
追
の
開
催
日
は
現

在
、
７
月
２
３
日
か
ら
２
５
日
ま

で
と
な
っ
て
い
る
が
、
平
成
８
年

よ
り
５
月
４
日
が
毎
年
休
日
に

な
っ
た
の
で
、
５
月
３
日
か
ら
５

日
ま
で
に
変
更
す
べ
き
と
考
え
る

が
。

答　

近
年
の
社
会
状
況
や
出
場
者

の
要
望
を
踏
ま
え
る
と
、
現
在
の

開
催
日
程
に
つ
い
て
検
討
す
べ
き

と
捉
え
て
い
る
の
で
、
選
択
肢
の

一
つ
と
し
て
検
討
し
て
い
く
。

南
相
馬
ク
ラ
ブ

湊　
　

清
一　

議
員

●
市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

問　

相
双
の
中
核
市
で
あ
る

７
万
３
千
人
の
市
民
が
思
う
、
市

民
が
望
む
、
市
民
が
納
得
す
る
市

民
の
た
め
の
市
政
、
希
望
と
夢
の

あ
る
合
併
効
果
の
実
感
で
き
る
骨

太
総
合
計
画
を
策
定
し
、
新
市
に

相
応
し
い
市
勢
伸
展
を
中
軸
に
据

え
市
政
運
営
を
す
る
べ
き
と
考
え

る
が
。

答　

平
成
１
６
年
度
策
定
の
新

市
建
設
計
画
を
基
本
に
、
人
口
や

産
業
構
造
の
推
計
を
見
直
し
、
新

た
な
本
市
の
課
題
と
す
る
。
計
画

策
定
の
視
点
は
、
長
期
財
政
計
画

に
基
づ
き
、
持
続
可
能
な
地
域
運

営
計
画
づ
く
り
を
目
指
す
。
人
口

減
少
社
会
が
非
常
に
心
配
で
、
国

の
合
計
出
生
率
が
１
・
２
６
人
で
、

本
市
は
１
・
７
人
の
水
準
に
あ
る
。

出
生
と
子
育
て
環
境
の
維
持
が
大

き
な
鍵
で
、
雇
用
の
場
の
創
出
が

重
要
で
あ
る
。

基
本
構
想
の
具
現
化
の
た
め
、
戦

略
的
目
標
管
理
制
度
を
活
用
し
た

実
効
性
の
あ
る
計
画
を
策
定
し
、

人
口
減
少
社
会
、危
機
管
理
社
会
、

資
源
循
環
型
社
会
、
交
流
型
社
会

等
、
現
代
に
対
応
し
た
課
題
解
決

の
総
合
計
画
づ
く
り
を
す
る
。

●
長
期
財
政
計
画
に
つ
い
て

問　

本
市
財
政
力
指
数
は
県
内
上

位
に
あ
り
、
近
隣
市
町
村
や
夕
張

市
と
の
対
比
を
市
民
に
的
確
に
情

報
提
供
し
、
常
に
説
明
す
る
こ
と

が
重
要
と
考
え
る
が
。

答　

夕
張
市
の
財
政
破
綻
の
報
道

を
受
け
、
本
市
と
夕
張
市
や
県
内




